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部
長
に
直
接
面
会
し
、
早
期
完
成
に

つ
い
て
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
　志
免
宇
美
線
の
早
期
完
成
を
強

く
望
む
が
、
国
の
認
可
を
受
け
て
い

る
区
間
の
完
成
時
期
と
完
成
す
る
ま

で
の
県
道
68
号
線
の
渋
滞
緩
和
策

は
。　

　都
市
整
備
課
長
　

　
志
免
宇
美
線
は
、
福
岡
都
市
圏
に

お
け
る
広
域
幹
線
道
路
で
あ
り
、
社

会
的
効
果
は
非
常
に
大
き
く
、
福
岡

都
市
圏
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
重
要

な
路
線
で
あ
る
。
　

　
県
か
ら
は
、
当
初
予
定
し
て
い
た

令
和
８
年
度
完
了
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
事
業
期
間
を
延
伸
す
る
必
要
が

あ
り
、
延
伸
期
間
に
つ
い
て
は
現
在

精
査
中
と
聞
い
て
い
る
。

　
県
道
68
号
線
の
渋
滞
緩
和
策
に
つ

い
て
は
、
本
町
か
ら
具
体
的
な
対
策

は
言
及
で
き
な
い
が
、
引
き
続
き
県

へ
渋
滞
緩
和
策
と
志
免
宇
美
線
の
早

期
完
成
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　町
長

　
今
月
に
県
土
整
備
所
長
が
来
庁
さ

れ
た
際
に
も
進
捗
状
況
に
つ
い
て
話

を
伺
い
、
併
せ
て
迅
速
な
対
応
を
申

し
入
れ
た
。

　
ま
た
、
翌
日
に
は
県
庁
へ
出
向
き
、

建
築
都
市
部
長
や
技
官
、
県
土
整
備

　
　県
道
68
号
線
渋
滞
の
発
生
箇
所

は
。　

　都
市
整
備
課
長
　

　
県
道
福
岡
太
宰
府
線
は
、
福
岡
市

へ
の
通
勤
率
が
高
く
、
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
や
歩
道
の
未
整
備
区
間
が
あ

り
、
特
に
光
正
寺
古
墳
入
口
交
差
点

は
、
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
の
渋
滞
が

発
生
し
て
い
る
。

　
　
　志
免
宇
美
線
の
本
町
域
に
お
け

る
用
地
取
得
の
進
捗
状
況
は
。

　
　都
市
整
備
課
長

　
用
地
取
得
面
積
は
、
令
和
６
年
度

末
時
点
で
本
線
用
地
総
面
積
約
１
万

６
６
０
０
㎡
の
う
ち
契
約
済
み
面
積

が
約
６
５
０
０
㎡
。
進
捗
率
は
約

39
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　今
年
度
の
志
免
宇
美
線
の
事
業

予
定
は
。

　
　都
市
整
備
課
長
　

　
福
岡
県
土
整
備
事
務
所
か
ら
は
、

橋
な
ど
の
大
型
構
造
物
の
施
工
に
向

け
、
道
路
用
地
の
取
得
や
物
件
補
償

に
力
を
入
れ
て
い
く
と
の
説
明
を
受

け
て
い
る
。

現
を
め
ざ
し
た
教
育
・
啓
発
の
推
進
」

を
施
策
の
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

　
外
国
人
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
を

な
く
し
、
異
な
っ
た
文
化
や
宗
教
、

生
活
の
習
慣
な
ど
お
互
い
を
認
め
合

う
こ
と
が
大
切
。

　
教
育
の
段
階
か
ら
し
っ
か
り
取
り

組
み
、
町
民
に
も
啓
発
し
て
、
宇
美

町
に
住
む
全
員
が
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
外
国

人
の
割
合
は
。

　
　福
祉
課
長
　

　
受
給
状
況
は
、全
体
の
約
１・５
％

程
度
。

　
　行
政
情
報
の
多
言
語
化
、
ゴ
ミ

の
出
し
方
、
そ
の
他
生
活
の
中
で
の

重
要
な
ル
ー
ル
や
注
意
を
呼
び
掛
け

る
看
板
な
ど
に
、
日
本
語
以
外
の
表

記
が
必
要
で
は
。

　
　総
務
課
長

　
生
活
に
密
着
す
る
情
報
で
あ
る
ご

み
の
出
し
方
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
わ
が

家
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
国
保
制

度
の
概
要
に
つ
い
て
は
多
言
語
化
し

た
も
の
を
配
布
し
て
い
る
。

　
　外
国
人
差
別
を
防
い
で
、
多
文

化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め

て
い
く
か
、
町
長
の
考
え
は
。

　
　町
長
　

　
本
年
３
月
に
改
訂
し
た
人
権
教

育
・
啓
発
基
本
指
針
で
は
、
外
国
人

の
人
権
課
題
を
盛
り
込
み
、「
異
な

る
文
化
を
理
解
し
、
多
様
な
文
化
を

持
つ
人
々
が
地
域
に
居
住
す
る
町
民

と
し
て
、
と
も
に
生
き
る
社
会
の
実

　
　本
町
の
外
国
人
住
民
の
数
は
。

　ま
た
、
そ
の
中
で
消
防
団
に
入
団

し
て
い
る
人
数
は
。

　
　総
務
課
長
　

　
令
和
７
年
８
月
末
現
在
の
外
国
人

人
口
は
、
７
３
８
人
。 

同
時
期
の
本

町
の
人
口
、
３
万
６
７
４
１
人
に
対

し
て
約
２
％
を
占
め
て
い
る
。

　
消
防
団
員
に
つ
い
て
は
現
在
１
名

の
方
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
　外
国
人
が
国
民
健
康
保
険
の
予

算
を
圧
迫
し
て
い
る
よ
う
な
話
が
流

布
し
て
い
る
が
、
国
保
加
入
し
て
い

る
外
国
人
の
割
合
は
。

　ま
た
、
実
際
に
利
用
し
て
い
る
外

国
人
の
割
合
は
。

　
　住
民
課
長
　

　
令
和
７
年
８
月
末
時
点
で
、
加
入

者
６
２
６
２
名
の
う
ち
外
国
籍
は
１

３
６
名
（
割
合
で
２
・
17
％
）。

　
直
近
１
年
間
の
利
用
状
況
は
レ
セ

プ
ト
11
万
９
９
１
件
中
、
外
国
人
分

は
５
０
１
件
（
割
合
で
０
・
45
％
）。

志免宇美線 多文化共生

県道68号線の渋滞緩和策は

志免宇美線の早期完成と県道68号線の慢性的渋滞解消
に対する開通時期の見通し、完成までの間の渋滞緩和策、
さらに町の取組と見解について問う。

こばやし

小林 孝昭 議員
たかあき なるみ

鳴海 圭矢 議員
けいや

答弁
（町長） 全ての人が住みやすいまちづくり

答弁
（町長） 粘り強く働きかけを行っていく

多文化共生のまちづくりへの
取り組みは

少子高齢化社会を迎える中で、今後もますます外国人住
民の増加が予想される。共生のためには何が必要なのか
問う。

今後は外国人を単
なる労働力ではな
く、同じ町に住む
人間として、お互
いに尊重し合う関
係を作ることが重
要。

開通までの渋滞緩
和対策は極めて重
要な課題であり、
志免宇美線の一日
も早い実現を強く
願っている。

県道68号線の渋滞 （イメージ画像）
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